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はじめに

ここでは、本書の紹介をしたいと思います。

本書は、「これからジャズ・ピアノを学びたい」と考えている方に向けて書いた本という訳ではあ
りません。これまである程度ジャズ・ピアノを学んできたけど「より上手くジャズを弾けるように
なりたい」と思っていらっしゃる方に向けて書きました。
これからジャズ・ピアノを始めてみたいと思っていらっしゃる方には、本書と同じ中央アート出版
社から刊行されている私の著書『Dr. カワシマの私にもジャズが弾けた！基本編』、『Dr. カワシマ
の私にもジャズが弾けた！アドリブ編』等をご覧になられることをお勧めいたします。

さて、ジャズ・ピアノの教本はたくさん出版されています。
私も、ジャズ・ピアノを学ぶ過程で、多くの教本に出会いました。どの本にも自分の成長の過程に
とても役立つことが書いてありました。しかし、どの本にも共通して私を悩ませる一文がありまし
た。

「このフレーズを 12 のキー全てで弾けるようになりましょう！」

皆様もよく目にされるのではないでしょうか？
そうです、例えばかっこいいアドリブの例として４小節ほどの譜例が紹介されていて、そのフレー
ズはとてもかっこいいのですが、しかし、その下に注釈として書いてあるあの一文です。

しかし、20 代前半の頃、当時アルバイトをしながらプロのピアニストを目指していた私には、１
つの譜例を 12 のキーに移調して譜面に移す時間など、どこにもありませんでした。
うちに帰ってきてから寝るまでの３～４時間程の時間の間に、ハノンも練習したいし、曲も練習し
たいし、今度やりたい曲の譜面も書きたいし…。

結局、教本で紹介されているその４小節の譜例を弾くのがせいぜいでした。

そして、いつしか私もプロの奏者になり、数冊の著書を書かせて頂いている中で、「いつか、12 のキー
全てで譜例が紹介されている様な、そんな教本を書きたい。」と思うようになりました。
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・12のキー全てでアドリブができる必要性

さて、皆様の中には、
「ジャズで演奏するキーって大抵決まっているのに、なんで 12 のキー全て？」
とお思いの方もいらっしゃるかもしれません。

確かに、全体のキーとしては、C、F、E b、G、B bなどがほとんどです。
しかし、これらのキーは、曲中でしばしば調性（トーナリティー）が変わります。

「調性が変わる」というのは、早い話、「短い間隔での転調を繰り返す」という事です。

例えば、セッションなどで頻繁に演奏される曲に「チェロキー」という曲があります。この曲は

♩＝ 280 くらいの超アップテンポで演奏されることが多いですね。
この曲、全体のキーは B bなのですが、調性は２小節単位でどんどん変わります。特にサビの部分

は B ⇒ A ⇒ G ⇒ F と４小節毎に変化していき、B、A、G といった #系のキーを決してないがし

ろにすることは出来ないことを感じます。

B といえば、#は５つです。私自身、訳が分からなくなってしまうキーの１つです。
全体のキーが B という曲は中々演奏しませんが、「チェロキー」の様に途中で４小節だけ B になる
時には、それを涼しい顔で弾けないと、聴いて下さる方に対してかっこ悪いというか、申し訳な
いというか、とにかくそんな気分になってしまいますね。

皆様もこの本書で練習して、苦手なキーを無くす様に練習してみて下さい。

また本書は１巻と併せてご使用されることをお勧めします。本書は１巻と密接した内容の続編に
なります。１巻と２巻で通して練習することにより、より効果的なメソッドとなる様に編集され
ています。

最後に、私が著書でいつも言っている言葉を皆様にお送りいたします。

“練習しない者は、上手くならない”
          

                                                                                                      川島 茂
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第 5 章　IIm7(b5) ⇒ V7 ⇒ Im7 を極める

第５章では、マイナー・キーにおける「トゥー・ファイブ・ワン」についてのメソッドを紹介します。
曲全体のキーがマイナーでは無かったとしても、進むべき I 度のコードがマイナーの場合は、その
コード進行のトーナリティはマイナー・キーになっているわけですから、同様に考えて下さい。

特徴としては、2 度のコードが普通のマイナー・セブンス（○ m7）ではなく、マイナー・セブンス・
フラット・フィフス（○ m7(b5)）になることです。

IIm7 のコード上では、ドリアン・スケールが使用されますが、IIm7(b5) のコード上ではロクリアン・

スケールか、ロクリアン・スケールの 2 度の音を半音上げたロクリアン・9th というスケールが使
用されます。

第 1 巻の第 4 章でメジャー・キーでは V7 のコード上で使用されるスケールは 6 種類あると紹介し
ましたが、マイナー・キーでは、ほぼ以下の２つのスケールしか使用されません。

・マイナー・キーのV7のコード上で使用されるスケール
①ハーモニック・マイナー・パーフェクト・5th・ビロウ・スケール (Hmp5↓)
②オルタード・スケール

第５章では、これらのスケールについて、いくつかのメソッドを全てのキーで紹介しています。
1 巻の第４章同様、最初はスケールを下から上に上がっていく簡単なものですが、徐々に難しくな
ります。メトロノームをゆっくりなテンポにセットして、焦らずにじっくり練習しましょう。
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（スケールの練習：前半）

（1）Hmp5 ↓スケール習得メソッド① -a
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第 6 章　２拍ずつ変わるコード・パターンを極める

第５章では、１小節に１回コード・チェンジする進行のメソッドを紹介してきましたが、第６章
では、２拍ずつチェンジするコード進行上でのメソッドを紹介したいと思います。

この章で紹介するメソッドは、以下の 3 種類のコード・チェンジです。

（1）I ⇒ VI7 ⇒ IIm7 ⇒ V7
日本のジャズ・ミュージシャンの間では「イチ・ロク・ニー・ゴー」と呼ばれる進行です。
ちなみに、私の知り合いの、とあるアメリカのジャズ・ミュージシャンは「ワン・シックス・トゥー・
ファイブ」と呼んでいました。
多くの理論書では、コード進行の代表的なものとして紹介されています。
実際、スタンダード曲の多くで見ることが出来ます。

（2）IIm7 ⇒ V7 の連続使用
第１巻の第３章で、「IIm7 ⇒ V7 はジャズにおける大変重要な進行である」旨の事を書きました。
もちろん１小節毎にチェンジすることも多いのですが、２拍ずつ連続して使用されることもあり
ます。
ビ・バップの曲やスタンダードのナンバーのコード進行をアレンジしたものなどで多くみられる
進行です。ウィントン・ケリーの「枯葉」などは、特に有名ですね。
ここでは、「IIm7 ⇒ V7 を繰り返して半音ずつ下降していくパターンを紹介しています。

（3）セカンダリー・ドミナント
「IIm7 ⇒ V7」にもよく似ている進行ですね。
とある○ 7 というコードから、その完全４度上の● 7 コードに進行していくことを「セカンダリー・
ドミナント」と呼びます。

（特に、その曲のキーの II7 ⇒ V7 に進行することを「ダブル・ドミナント」と呼びます。）
この章では、セカンダリー・ドミナントの連続使用を通して、リディアン 7th スケールの効果的
な使用方法を紹介しています。
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（1）I → VI7 → IIm7 → V7 を極める① -a
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（2）IIm7 → V7 の連続使用を極める① -a
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リディアン・セブンスを効果的に使用する

（3）セカンダリー・ドミナントを極める -a
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第７章　更に高度な技術を身に付ける
この章では、これまでに学んできた「トゥー・ファイブ」について、更に高度な技術を身に付け
るためのメソッドを紹介します。

（1）左手でウォーキング・ベースを弾きながら右手で IIm7 ⇒ V7 ⇒ I のアドリブを

弾く練習
ピアノ・ソロやボーカリストとのデュオなどにおいては、リズム（ビート）をキープする存在と
してのベーシストやドラマーが不在になるため、どうしてもリズムが甘くなります。
バラード曲ならまだしも、スイングする曲ではリズムがないためリズム感が無いと大変苦労しま
す。
私が、メトロノームに合わせて練習することを推奨するもの、この様な場合にもリズムをキープ
する習慣を身に付けてもらいたいからなのです。
また多くのプロ奏者は、一定のビートが刻まれていなくても、自分でリズム・キープすることが
出来るのですが、やはり、ジャズの魅力の 1 つであるベースのウォーキングがない…というのも、
聴いていて「物足りないなぁ」と感じる事があります。
もしも、こんな時に左手で自由にウォーキングするベースラインが弾けるとかなり便利だと思い
ます。
その感覚を身に付けるために、ここでは、左手ウォーキング・ベースを弾きながら右手でアドリ
ブする…という、かなり高度なメソッドを紹介しています。

（2）アウトするっ！　習得メソッド
アドリブに必要なスケールを習得し、コードを見てバリバリ弾けるようになってくると、しばら
くはとても楽しいのですが、そのうち、真面目なフレーズしか弾けない自分に飽きてきます。そ
うなると、「もっとカッコいいフレーズを弾きたい」という欲求が湧いてきます。また、そうでな
ければならないと思います。そうなると、スケールには乗っ取らない “ アウトした ” フレーズが弾
きたくなるものです。
アウトする感覚…というのは、そもそもアウトしているわけですから、自分で見つけて行くしか
ないのですが、例えばコードを細分化したり、経過音を上手く使うことでも “ アウトした感じ ” を
出すことは可能です。
ここでは、いくつかの例を紹介して、“ アウトする感覚 ” を少しでも身に付けられたら…と考えて
います。
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（1）左手でウォーキング・ベースを弾きながら IIm7 → V7 → I を弾く練習① -a
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循環コード時にⅢ7 から半音ずつ下降する

（2）アウトするっ！ 習得メソッド① -a
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第８章　ボイシングを極める

最後の章では、「ボイシング」という事についてのメソッドを紹介いたします。
実はジャズ・ピアニストにとってのボイシングというのは、アドリブと共に２大テーマであり、
とてもここだけで学べるものではありません。
ですので、ここでは理論的な説明はしないで、あくまで方法論としてのボイシングを身に付ける
メソッドを紹介していきたいと思っています。

（1）クリシェする感覚を身に付ける練習
ジャズ・ピアノを弾いていくと分かりますが、1 つのコードを自由に半音ずつずらして弾ける様に
なると、とても便利です。代理コード、コードの細分化など、理論書で学んでみても、実際に弾
けなければ意味がありませんね。
理論書などで理論を学ぶことと並行して、この「クリシェする感覚を身に付けると、代理コード
やコードを細分化することに関しても、理屈ではなく体（指？）で身に付けられるようになると
思います。
それほど難しくないメソッドだと思いますので、トライしてみて下さい。

（2）IIm7 ⇒ V7 ⇒ I 進行におけるコード・バッキング
ジャズ・ピアニストの大きな役割の 1 つに “ コード・バッキング ” があります。
ソロやピアノトリオにおいても、左手などでメロディーやアドリブのバッキングをしている訳で
すから、ピアニストは呼吸をするようにコード・バッキングをしているわけです。
最近の私個人の課題は、“ いかに音を減らしてコード感を出すか！ ” というのがあるのですが、そ
れはあくまで次のステップとして、ここでは、標準的な IIm7 ⇒ V7 ⇒ I 進行におけるコード・バッ
キングを学べるメソッドを紹介したいと思います。
なお、このメソッドが一通り弾けるようになりましたら、コード・チェンジのペースを 4 拍単位
から 2 拍単位、1 拍単位に変えて弾けるようになると、より実践に即したものになるかもしれませ
んね。
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（メジャー・セブンス・コードでクリシェする練習：前半）

（1）クリシェする感覚を身に付ける練習① -a
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（V7のコード上にⅢのトライアドを乗せる）

（2）IIm7 → V7 → I 進行におけるコード・バッキング① -a
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コラム　Dr. カワシマのミニ・イントロ講座‐７
④８小節間ですべきことをつかもう
 ⇒イントロは８小節間の芸術。実際にピアニストは何を弾けばいいのかを考えてみよう！

　　

それでは最後に、これまで学んだ事も踏まえて、まずイントロの目的を考えてみましょう。

私は大きく２つの事を意識して、イントロを出しています。

(1) メロディーを演奏する人に気持ち良く出てもらう
まぁ、これこそが究極の目的ですね。

特にフロントがボーカリストの場合、歌詞もある訳ですから、それも含めて曲 ( 歌 ) の世界を表現してあ

げるのがピアニストの役目ではないでしょうか？

ボーカルが女性、ピアニストが男性の場合、常に女性をスマートにエスコートする感覚を忘れないとい

いでしょうね。

(2) 聴いている人に“粋なイントロだね！”と思ってもらう
それと同時に、イントロは８小節間、自分のピアノをアピールする場です。

粋なイントロを弾いて、「おっ、こいつやるなぁ！」と思ってもらいましょう！

◎では次に、具体的にはどの様にすればいいのでしょうか？

これは、まずこれまでに学んできたイントロの８小節間のコード進行を８小節のソロ・ピアノでアドリ

ブする…と捉える様にするといいでしょう。

例えばこんな感じです。135 ページの譜例 - ①をご覧下さい（key ＝Ｆ、出だしのコード Gm7）



135

（譜例 - ①）

ただ忘れてはいけないのは、曲がアウフタクトで始まるのかどうかという事です。

アウフタクトで始まる曲の場合は、８小節間フルにアドリブしていると、フロントの人が入れなくなり

ます。

この辺の塩梅 ( あんばい ) が実は結構難しいのですが、ページ数を考えると、とてもミニコラムでは話せ

ません。

もっともっとイントロについて学びたい方は、中央アート出版社より絶賛発売中の私の既刊『ジャズピ

アノ イントロ虎の巻』、『ジャズ・ピアニストがバンドの中でやるべきこと』をご覧下さい。

きっと役に立つ情報が満載ですよ！

（って、最後は宣伝かよ！オイッ！コラッ！）
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